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paralinguistic表現を用いた聴覚障害者向け 

吹き出し型字幕提示方法 
 

紺家 裕子†1 中谷 彰宏†2
 佐藤 至†2 椎尾 一郎†1

 

 

テレビ番組や映画などの映像コンテンツにおいて，聴覚障害者向け字幕付与は進んでいるが，情報保障として必須項
目のみであり，エンターテイメント性のある演出効果などを含めた表記の字幕はない．健常者は字幕で文字情報とし
て表示される発話内容以外にも，音量や話すスピード，声色など様々な情報を総合してその発話を表現したり，理解

したりしており，既存の字幕ではその演出情報が欠如している．本論文では，字幕において文字情報のみでなく演出
情報を一緒に表現することでエンターテイメント性のある字幕を提供することを目的とし，多くの人が親しみ，直観
的に理解できるマンガ表記の文法を映像字幕に応用する方法を提案する．また，評価システムを実装し，インタビュ

ー調査を実施した結果を述べる 

 

Paralinguistic Caption Presentation method with Speech bubble for 

hearing impaired person 
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In a video content, such as TV shows and movies, captions for the hearing impaired person are proceeding. However, these 

captions are only mandatory fields as information support. There is no subtitle notation including directing effects for 

entertaining. Non-impaired persons feel and recognize scenes with synthesizing various information, for example, speaking 

speed, volume, and tone of voice. The existing caption is lacking directing effect information.  In this paper, we describe a way 

to provide a caption with effect information not only text information. Many people are familiar with Manga comic grammar. We 

propose a caption presentation method to apply it. We implement a system of caption presentation over IPTV platform and 

conduct interviews. 

 

 

1. はじめに   

日本における聴覚障害者数は人口の約 0.22%[1]であるが，

加齢によっても聞こえは悪くなる[2]．近年直面している高

齢社会[3]においても字幕等の映像のバリアフリー化は求

められている．字幕は外国語音声への翻訳表記や電車内な

どの音を出しづらい場所においての情報提供としても活用

ができ，利用シーンが多い．情報保障としてのテレビへの

字幕付与は進んでおり，2012 年の調査によると地上波放送

の約 67%に字幕が付与されている[4]．しかし，これらの字

幕は情報保障の域をでておらず，元の映像と重なるなど，

健常者が見た場合に邪魔に感じており[5]，字幕付与が増え

るにつれ聴覚障害者でも表示タイミングが気になるなどの

要望が増えている[6]．また，表示される字幕情報はテキス

ト情報であり，発話文言の情報しか提示されず，音響効果

や発話タイミングなど，楽しさや面白さを表現する演出効

果は字幕表記から除外されている．健常者は話の内容，ス

ピード，音量，声色など装飾情報を総合して内容を表現し

たり，把握したりしているが，字幕にはその情報が無い表

記となっている．この音量やスピード，声色などの効果が，
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【 研究報告用原稿：上記*の文字書式「隠し文字」 】 

発話者の表現となり，面白さや役者の味を出すものである

が．字幕利用者はそれらの情報を得ることができないため，

発話者の表現をすべて理解できない．たとえば手話の場合，

感情を表情や動きの大きさなどに変えて表現することがで

きる．しかし，手話の場合は通訳者と発話者の両方を見る

ことになるため長時間の視聴には向かないと予想できる． 

テキストのみの表記に対して演出情報は話者の意図，態度，

感情を表すものであり，前川ら [ 7 ]はこれをパラ言語

（Paralanguage）と定義している．パラ言語とは音声言語に

含まれる言語情報以外の情報を意味し，語調，語勢，アク

セント，イントネーションなどが含まれる．我々は，聴覚

障害者が演出情報を字幕から得ることにより，演出効果を

含めた情報を取得できる字幕を提案する．また，障害者の

みで鑑賞することばかりではないため，健常者が一緒に見

ていても邪魔と感じない，皆が一緒に楽しめる字幕提示方

法を目標とする．なお，字幕にはニュースやスポーツのよ

うにリアルタイムに付与されるリアルタイム字幕とドラマ

やバラエティなど番組に合わせて事前に作りこまれている，

作りこみ字幕がある．本研究では，演出情報の有無が影響

を受けるであろうエンターテイメント性の高いコンテンツ

であるドラマやバラエティなどの作りこみ字幕をターゲッ

トにする． 
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2. 従来技術 

放送字幕など実用化されている字幕提示方法及び，先行研

究について以下に述べる． 

2.1 地上波放送の字幕の現状 

地上デジタル放送の字幕は ARIB STD B37[8]に則り作成さ

れている．図１に示すイメージ画像のように映像画面の下

部などにオーバーレイで 2 行程度のエリアを設け，黒い透

過の帯の上に文字の情報が表記される形式の字幕である．

発話者に合わせて，色の変更や座標指定で場所をずらして

表示することも可能である． 

 

 

  

図 1 地上デジタル放送における字幕表示のイメージ図 

Figure 1 Illustrative example of caption presentation on 

terrestrial digital broadcasting program 

 

実際に放送にて運用されている字幕表記の傾向を把握する

ため，東京で視聴できる地上デジタル放送に付与されてい

る既存の字幕の表記方法について調査した．その結果を表

１に示す．調査対象番組は，リアルタイム字幕としてニュ

ースとスポーツ，作りこみ字幕としてドラマ，アニメ，バ

ラエティから 10 作品ずつを番組表から無作為に抽出した．

結果としては，リアルタイム字幕，作りこみ字幕それぞれ

に傾向があり，どの番組もほぼ同様の表記方法を用いてい

た．リアルタイム字幕は，タイムラグを短縮するために音

声を文字にすることに注力しており，改行や色替えなどは

あまり利用されていなかった．リアルタイム字幕と比較し，

作りこみ字幕の方は文字色を変えたり，表示位置を発話者

近くに寄せたり，改行位置を工夫するなど，わかりやすく

する工夫がされているが，音響効果，声色の違い，掛け合

いや話の結びにあたるいわゆる「落ち」となる言葉が同時

に表記されるなど演出面の表現が欠如している．そのため，

健常者の得ている情報と比較して，面白さの要素の一部が

不足している． 

 

 

 

 

 

表 1 地上波デジタル放送の字幕表記 （リアルタイム字幕，

作りこみ字幕各 10 作品を調査） 

Table 1 Caption presentation in Terrestrial digital broadcasting 

in Japan. Ten titles each of real-time caption and pre-prepared 

caption 

項目 リアルタイム字幕 作りこみ字幕 

1行の文字数 最大 15文字 最大 15文字 

文字色数 1-2色 1-4色 

文字サイズ 一定 一定 

改行 文字数 文節 

長文で続く場合は「→」

表記 

遅延 作業時間分遅延 ほぼ一致 

タイミング 考慮なし 考慮なし 

語調 考慮なし 「！」「．．．」「～」等で表

現（一部番組） 

音響効果 なし ♫，（鳥の声）等の記載

（一部番組） 

表示場所 中央（スーパーインポ

ーズのテロップや発話

者の顔に重なる場合あ

り） 

中央，または左右に分

け，発話者に近づくよう

に工夫 

 

2.2 吹き出し型字幕 

テレビ会議等の映像に情報保障として字幕付与する研究が

進められている．藤井ら[9]は映像の上に画像認識にて吹き

出し型の字幕を表示したものと TV 映像のように下部に帯

状に表示したものを比較し，吹き出し型の方がより楽しさ，

親しみやすさ，臨場感があるという評価結果を提示してい

る．ここでの臨場感は定義されていないが，楽しさや親し

みやすさなど含め，吹き出し表示が有効であると想定でき

る． 楠ら[10]は人形劇に吹き出し型字幕を付与して上演す

ることで障害者と健常者が同様に楽しめること示している．

日本ではマンガ文化も浸透しており，吹き出し表示が発話

者方向を示していることは多くの人に認知されおり，親和

性が高いといえる．また，池谷ら[11]は，画像認識を用い

て，発話者の近くに字幕を表示する方法を提案している．

発話者特定において，近くに字幕を表記することは有用で

ある．しかし，上記吹き出し型字幕においても，演出効果

を可視化しているものではない． 

2.3 パラ言語の表記 

音声をモデル化して感情とマッピングさせる方法[12]があ

る．これは音声データから感情要素を取り出すのに有効で

あるが，取り出した感情を画面上に表現する方法を検討す

る必要がある．音声のみでの評価ではあるが，発話者の印

右だよ，右 
やったね 
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象を可視化するものとして，「！」等の記号やフォントサイ

ズを変化させることで，印象の変化を表現している研究が

ある[13]．記号については既存字幕でも活用されているが，

フォントサイズの変化については，検討が必要である．サ

イズが変化することで，文字数や表示場所が影響を受ける

ため詳細に検討が必要である．また，音声を可視化するた

めに，音声の共振周波数を用い，色や図形で表現する方法

もある[14]．しかし，可視化された図形や色などに直観的

に理解できる意味付けがないため新たな学習が必要となる． 

3. 課題 

聴覚障害者が映像などのコンテンツを楽しむ場合には，ま

ず，誰が何を話しているかを理解する必要がある．既存の

字幕では「何を」話しているのかは表示され，「誰が」話し

ているのかは役名の表示や色分けによって伝えるようにな

っている．「誰が」「何を」を理解したうえで，どのように

話しているのか，いわゆる感情や演出という箇所がさらに

コンテンツの楽しむ要素となる．しかし，これらの情報に

ついては既存の字幕では表現できていない．そのため，視

聴者は表情などで想像できる範囲でしか役者の感情を理解

できない．また，表示タイミングなどが一定で掛け合いの

タイミングや話のオチが同時に表示されるなど面白さの要

素を欠いている．上記に述べたように既存の帯型字幕では，

演出などの楽しさを伝える情報が不足しており，発話者の

感情や意図が伝わっていない可能性がある． 

4. アプローチ 

演出情報の表現方法として，マンガの文法を応用する．日

本では多くの人がマンガの表現に親しみがあり，吹き出し

が台詞で，その形や文字の大きさが声の大きさや気持ちの

激しさなどの感情を表していることは学ばなくとも知って

いる．そのマンガの文法を活用して，発話者の感情や演出

を字幕に表現することで，特別な学習をせずに演出効果を

伝えることができる．マンガでは，吹き出しの形で感情や

場所（対面なのか遠隔なのか）などを表し，文字のサイズ

で声の大きさを表現している．その表記ルールを用いてテ

レビ画面に字幕を表記する． 

4.1 音声表現による演出の要素 

音声言語による演出の表現の主要素は，声の大きさ（ボリ

ューム），高さ（声色），間や速さ（スピード）である[15]．

たとえば，多くの人に語るときは大きな声でゆっくり話し，

大切なことを言う前に少し間をあけるなどの音声表現があ

る．また，物語であればその情景を表すために，緊迫して

いるときは速く低い声で話したり，怒っているときは強く

かたい声で話すなど感情も声色で表現する．お笑いであれ

ば，軽快な掛け合いやわざと間を長くおいてタイミングを

ずらし笑いを誘うなどの演出が行われている． 

4.2 マンガの表現方法 

マンガでは，会話の内容は吹き出しの中に表記され，その

吹き出し口が発話者の方を向く．これにより誰の発言かを

明確に示している．発話者の感情表現は吹き出しの枠の形

を用いたり，文字のフォントを変えたりする．声の大きさ

は文字の大きさや太さなどで表現し，間は「．．．」等の記号

や行を変えたり，コマ割りにより時間経過を表したりなど

することで表現している．高月[16]は，「文字そのものの工

夫」「吹き出し（風船）の工夫」によってマンガでは感情表

現を行っていることを示している．映像に付与する場合は，

タイミングも重要なポイントなるため，間合いについても

考慮し，字幕表現に活用する．表 2 に音声表現と字幕表現

のマッピングを示す． 

 

表 2 音声表現と字幕表現のマッピング 

Table 2 mapping from voice expression to caption description 

音声表現 字幕表記 

ボリューム 文字サイズ 

声色・感情 吹き出し枠の型，文字の記号，フォント 

間・スピード 改行やタイミング 

 

次に，吹き出しの形と感情表現の対応付けについて整理す

る．人間の感情として喜怒哀楽といわれるが，言葉に表さ

れるときには，ポジティブな喜びと楽しさの表現に差があ

まり出ない．そのため，怒りのような強い感情の高ぶりの

場合と，哀しみのように，弱いけどネガティブな感情と，

喜びや楽しさというポジティブな感情の 3 つのタイプに分

類した．感情表現と吹き出し型の対応付けについて表 3 に

示す． 

 

表 3 感情表現と吹き出し型のマッピング 

Table 3 Mapping from emotion to bubble shape 

タイプ 意味づけ 形 

Normal 通常状態 

 

Emotional 感情の高ぶり 

 

Fun 楽しさ，うれしさ 

（ポジティブ） 
 

Sad 悲しさ，寂しさ 

（ネガティブ） 

 

 

また，映像の場合，発話者が常に画面上に存在するとは限

らない．そのため，ナレーションで声のみの場合などは, 

吹き出しの口の向きがないタイプを表記する．映像上に出
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1 16 4 4
Figure 1 sample of aria division,  sixteen division (4x4) 

4.4

4

4
Table 4 structure of subtitle metadata 

ID

Start time

End time

Position

Oriented

Font size

Paralinguistic

Name

Text

5.

IPTV

IPTV
LIME [17]

IPTV Video Server 5
Set top box Video Server
Lime Server

2
Figure 2 System overview

4
16

Tab-separated values TSV 4
7

W3C TTML[18] attribute 4

6.

paralinguistic

17 2

20 60 8 9 2

1 14

4

10

6.1
5 3

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16
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3
Figure 3 Snap shots of evaluation system. (Upper: propose 

system, bottom: existing system) 

5 -
Table 5 description of interview examine

An experience to call your own

3

2

1

3 2

1

2

Q1

Q2

6.2

7.

paralinguistic

7.1
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paralinguistic

4

4
Figure 4 Type of round bubble tail

7.2
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paralinguistic
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paralinguistic
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